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 ●私は どち らか といaぽ “夜型

人間”であ る。 とくに夏休みな ど

とい う時にはひ どい一 明け方 ま

でモ ゾモ ゾ起 きていては朝刊 を読

んで寝 る， とい うよ うな 日が何 日

も続 いた りす る。今 日もそのた ぐ

いであ る。 ところでさ きほ ど読 ん

だ朝刊(8/18)yyよ れば，東南 ア

ジア歴 訪中の福 田首 相は，昨 日マ

ニ ラで 「福 田 ドク トリン」な るも

のを発表 し，わが 国の東南 アジア

外交三原 則として，① 日本は軍事

大 国にな らない，②物心両面の相

：互信頼関係を築 く，③ 「対等な協

力者」の立場か ら各 国の 自主的努

力に協力 し， イソ ドシナ諸国 との

間で も相互理解の醸成を図 り，東

南 ア ジア全 域の平和 と繁栄に寄 与

す る一 ・と表 明 した とい う。政 治

・外交 に限 らず，何 において も，

最 近は 「地球 的観点」 や 「世界 的

視野」か らの対処 が強 く要請 され

つ つある。 “実践的性格” を 色濃

く運 命づけ られた 「社会心理学」

や 「組織行動学」 におい てもしか

りである。

 ●/WpG：第3'号 も， よ りtク ロな

視点一 祉 会全体 や文化 とのかか

わ り一 …を重視す る研究 プ ロジ ェ

ク トを中心 にして編 集した。まず

私 たち 日本人同志 の 「対人 的社 会

行動」 の機構 を吟 味 し，それを包

み込 み規定 している ところのわ が

国の 「文化」 の構造 を考究 し，そ

して 「世界 のなかにおける 日本 お

よび 日本人」 の直 面するIIFi問題 を

検 討 していこ う一 乏 い う展望で

ある。 いず れのプ ロジェク トも始

まったぼか りであ り，本号 での報

告 も予備報告 の域 を出ない が，私

た ちの 「問題意織」 とい った もの

を理解 してい ただけた ら うれ し

い， と思 う。

 ●8月22日 朝， 今 日も 雨で あ

る。 さきほ どの朝刊(朝 日二面の

「ひと」欄)は ，「アル コール と薬

物に関す る国際 シンポ ジウム」に

来 日された， ロスアンジェルス地

区検視局長 ト ー一t%Z・野 口博士の

談話 を載 せていた。「……ア メ リカ

は，活力にあふれた社会です が，

一面
， くいつめ者の社会です 。警

察 に追わ れた者，経済 的に食 えな

くなった者 ，私 なんか も 日本 の医

局の徒弟制度 にいや気が さし開 き

直 ったんです」一 一ア メリカに長

く住 んだ経験 のない人には，博士

のこの言は， おそ らく，通 りい っ

ぺ んに しか伝わ らないだ ろ う， と

思 う。 日本人が 日本 以外 の 国 で
“生 きて(喰

って)い く” ことのい

かに大変な ことか。 日本人の 「国

際化」な どとい うけれ ど，実はそ

こには気 の遠 くなるよ うな道 の り

が横 たわ ってい るのだ， と私は思

う。 「開 き直 り」 も 「国際化」 も
“ギブ ・ア

ップ” して，良 き国 日

本 にUタ ーン してほぼ二年， 「終

身雇用」 と 「年功 序列」 の システ

ムに安住(適 応?)し 埋 没(同 化

?)し つつあ る自分 を反 省す る こ

としき りであ った。 (南 隆 男)
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